
平成　3年　8月　9Ft（金）

界10－3専一

発　行　人

■社会福祉法人豊中市社会福祉協扶余

ボランティアセンターだより編集委員会

〒560　最中市中桜壌2丁目28－7

℡06（848）1000

⑳荘会福禁豊中市社会福祉協議会

一色一手一首一命、乞＿合一す一命、已＿串一ぎーや一久＿傘一号－

rおいしくできるかなあ…J地域のお年寄りとの

会食会準備風景（7月23日　東畳台小）

丁－●●●■－　■－●●●■－－●●●■－－●●●一

t腰の／）だランティア

麿スわにノ野する線を兵藤

■受入れてる16　51．6　　■受入れてる

励今後考える　9　29・0　閻今後考える

田予定なし　619・4　日予定なし

合計　3；‾■立田言の禁　00●0　団その他
31　％　　合　計

■していない21釘・7

団している　9　29・0

日その他　　13・3

ボランティア募集　ボランティア受入れ状況　公立施報のボランティア
ー　－ー＿二±二－一一　二二二‾●・●●　　　　　　　　　　　　●■●　　　　　　　　　‾　●二三　‾　　▲　．．　　■●1■＿

串
I

P
l

争
l

ワ

れ粗造ぐ意方参か「し学と

J一命つ→合一一合つ、争、Leつ、卓へぷ＿針廿や

表一一・，市内の福祉教育脇力校一覧

第 �第 �北 �箕 �第 �小 �第 �第 �第 �東 �庄 �少 �第 �新 �学 �てみめる見に加特ポた校の いにるみもつと別ラ取そふ 
十 七 申 �四 �丘 �輪 小 �十 �甘 �十 �十 �十 �皇 �内 �路 �十 �田 ��ま犬上の出な捉なン組れれ 

中 �小 ��五 中 �根 小 �八 申 �毒 �申 �ム ■コ 小 �南 小 �小 �六 中 �南 小 �校 �すきで福さがえ活テみぞあ 

学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �学 �名 �，なも祉れれ’動イのれい 

校 �校 �校 �校 �校 �校 �校 �校 �校 �校 �校 �一校 �校 �校 ��期、の’ば子でア交の活 待こ町学」供は清流特赦 がれづ校と連な動を徴な よドく・いのくを毒‾たど 

泉 �中 �■北 �箕 �東 �小 �蛍 �大 �野 �東 �庄 �少 路 �北 �上 �校 

丘 �真 �丘 �桐 �泉 �曾 �池 �池 �田 �畳 �内 �北 �粂 �薪 �区 �　つ　　　　て丁と せのり地つ生社’いい’ 島 ���丘 �根 ����ム rコ �南 �棟 丘 ��田 �名 �ら取を域たき会何　　か各 

ボランティア保換 �有　償　活　動　保験 �子　供　保　峡！行　事　保　換 

ボランティア活動に �府下、地域を対▲ �地域で活動している �ボランティア保験の 

参加する方 �として有水活勤を �子供を中心としたグ �加入対▲になるグル 

行っている昂体 �ループ �－プ．団体が主儀す る行事 

年間1名　300円 �年間1名　1000円 �年Ⅶ1名　150円 �棺泊なしl名20円 1泊281名160円 

（糾崇も；…㌣諾‡：誓言≡誓言三禁細1行相中 
それぞれの �保瞼発効日（1日、10日、20日）の ��行事開催日の 

28腑まで ���1週間前まで 
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平
成
三
年
六
月
六
日
（
木
）
市
立
福
祉
会
館
に
お
い
て

福
祉
教
育
協
力
校
関
係
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
巧
今
年
度

指
定
さ
れ
た
市
内
十
四
校
（
別

表
参
照
）
の
校
長
先
生
や
担
当

教
諭
を
は
じ
め
、
当
該
校
区
福

祉
委
員
会
の
代
表
者
な
ど
約
四

十
名
が
集
ま
り
、
市
社
協
事
務

局
よ
り
「
社
会
福
祉
の

動
向
と
福
祉
教
育
」
　
に

つ
い
て
、
続
い
て
平
成

二
年
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
勤
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
大
会
に
お
い
て
厚

生
大
臣
表
彰
を
受
け
た

第
十
六
中
学
校
よ
り

「
第
十
六
中
学
校
に
お

け
る
福
祉
教
育
の
取
組

み
に
つ
い
て
し
　
の
報
告

を
う
け
ま
し
た
．

そ
の
後
、
収
集
・
募

金
、
清
＃
・
美
化
活
動

を
は
じ
め
、
社
会
福
祉

施
設
へ
の
訪
問
活
動
、

地
域
の
宅
人
や
障
害
者

平
成
三
年
二
月
に
市

社
協
窟
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
市
内
の
主

な
施
設
三
十
八
施
設
を

対
象
に
r
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
に
関
す
る
網

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
回
収
率
八
一
・
六
％
）

調
査
で
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

る
施
設
」
は
二
十
t
施

設
（
全
体
の
六
七
・
七
％
）

（
国
l
参
照
）
ま
た
、

現
在
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
入
れ
を
行
っ
て
い
る

施
設
」
は
十
六
施
設
（
五

一
・
六
％
）
（
囲
二
参
照
）

で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
民
間
の
簡
易
通
所

授
産
所
で
公
立
の
施
設

t

●

●

●

l

t

t

●

●

l

は
五
施
設
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
今
後
受
入
れ
を
考
え

て
い
る
」
と
回
答
し
た

施
設
は
九
施
設
（
図
三

参
照
）
で
、
か
な
り
の

公
立
施
設
が
検
討
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、

今
後
地
域
の
社
会
資
源

と
し
て
の
施
設
と
の
連

携
を
も
含
め
て
r
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
発

展
計
画
を
作
成
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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人
は
誰
も
有
形
無
形
の
支
え

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

余
噂
の
中
の
一
部
を
「
自
分

の
出
来
る
範
囲
で
何
か
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
様
々
な
経
験
等

を
も
ち
よ
り
、
自
分
に
合
っ
た

活
動
に
出
会
う
こ
と
に
よ
り
ポ

え
合
い
常
に
勉
強
し
進
歩
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
嬢

の
つ
な
が
り
は
私
達
そ
れ
ぞ
れ

の
現
在
ま
た
近
い
、
遠
い
将
来

の
た
め
に
と
て
も
大
切
だ
と
思

う
の
で
す
。

み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
始
ま
り
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
、
自
己
満
足
に
終

意
識
が
高
ま
り
、
行
政
も
福

祉
の
多
様
化
に
向
け
て
、
力

を
い
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

わ
ら
な
い
で
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
ま
さ
に
自
分
も
勉
強

さ
せ
て
貰
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
．

私
達
仲
間
同
志
だ
か
ら
理
廓

出
来
る
喜
び
や
悩
み
を
話
合
い
、

情
報
交
換
等
を
し
な
が
ら
、
支

我
等
で
福
祉
に
携
わ
る
と
い
っ

た
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

兼
ね
合
い
も
含
め
て
、
活
動
が

益
々
広
が
り
、
私
達
住
民
が
お

互
い
に
安
心
し
て
温
か
く
暮
ら

せ
る
よ
う
願
う
日
頃
で
す
。

（
T
．
T
）車

、
つ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

白
熱
の

平
成
三
年
六
月
十
二
日
　
（
水
）

市
立
福
祉
会
飴
に
て
、
豊
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
去
る

五
月
十
五
日
か
ら
五
回
に
わ
た

っ
て
開
講
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
の
最
終
日
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
三
名
の
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
活
動

を
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
日
頃

活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
様

々
な
思
い
な
ど
が
発
表
さ
れ
る

と
、
参
加
者
か
ら
は
次
々
と
質

問
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

終
了
後
「
今
日
の
話
を
聴
き
、

自
分
も
で
き
る
活
動
が
あ
る
の

が
分
か
っ
た
。
何
か
や
っ
て
み

た
い
j
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が

よ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
も
し
、
お
元
気
で
す
か
り

と
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
聴
く
の
会
」
の
友
愛
電

話
が
ス
タ
ー
ト
出
来
た
の
も
、

私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
真
心
こ
め
、
日
常

生
活
の
困
難
や
、
喜
び
、
ま

た
希
望
等
を
お
答
え
下
さ
っ

た
お
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
約

二
千
人
の
方
々
の
お
陰
で
す
。

私
達
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

頼
未
を
念
頭
に
お
い
て
、
お

年
寄
り
虻
一
日
で
も
楽
し
く
、

健
康
で
明
る
く
生
活
で
き
る

様
、
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂

け
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

あ
る
日
r
圭
甲
で
痴
呆
性

老
人
の
お
世
話
を
し
て
い
る

義
母
が
、
大
変
困
っ
て
い
る

の
で
力
に
な
っ
て
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
が
圭

申
市
社
協
で
活
動
さ
せ
て
頂

い
て
い
た
お
陰
で
、
相
談
者

を
励
ま
し
、
お
力
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
、
数
々
の
体

験
を
重
ね
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
け
る
自
分
の
幸
福
に
感

謝
し
、
改
め
て
健
康
の
大
切

さ
を
念
じ
な
が
ら
、
今
日
も

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
末
広
町
・
山
本
撞
好
）
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★今回は、蘭屈麗感轟続きボランテ

豊中市社協のボランティアセンタ

女性（中桜塚）
－の皆様方の看護真心なる

感謝の思いで毎日を過ごしています・ありがとうございます・

主人も私も昭和63年より入退院の繰返しでねたきり老人故・

幾重にもお世話になりました。

私の病気は難病で体全体の骨が弱って骨折や背骨やろう骨・

臆などあちこちの骨が崩れたり薄くなっていて心臓弁膜症と両

足関節炎もわずらっています・娘が近くにいますので買物や普

段の生活は援助してくれますが、そこにも障害児が居りますの

で市民病院への車イスでの送迎はとても負担なことでした。そ

こで、センターよりボランティアの方をお軌、して本当に助か

っています。

わずか残る人生を命あるかぎり挑戦してがんばって長寿させ

ていただいています．今後ともよろしくお掛心たします。

吏哀一㍍扁蒜

フルー

正開業紀（上野東）

性糖尿病を発病し、その合併症のため眼と腎臓を

やられ右取は明かりが見える程度で遇に3回透析に通っています。

以前は、ボランティアセンターがあるのを知らなかったために家に

閉じもりがちで何の楽しみももたず、ゴロゴロしていましたが・豊中

市役所の方から社協の話を聞きボランティ アの方の手引きで毎週金曜日

トのレッスンに通えるようになはした。レッスンに通うようになって・体

粥も良くまわりの人からも明るくなったと言われるようになはした。フルートが

今のところ私の一番の楽しみです・暑いときも寒いときも嫌な顔一つせず・いろん

な話をしながら楽しく通わせていただき感謝しています・
1月の市社協の新年の集いにお声をかけていただき、ボランティアの方々がたく

さんおられ、また、とても熱心なので心強く思いました。皆さんがどのような気持

ちでボランティア活動をなまっているかを知り・私も何事にも前向きにがんばらね

ばと痛感しました。まだまだ、市社協の存在を知らない人がたくさんいると思いま

そのような方に知ってもらうためにももっとアピールして欲しいと思います。す．
この度、府下の辞書者の方たちでアンサンブルrひまわり」

というグループを鰯成しました。これからも何かとお世話に　　p

なると思いますが今後ともよろしくお願いしますむ

璃／こき轡責苛＝プ√ナられて
訓蝕放奇に適所して、ボランティアの

人々と関わりあった‥・これが私とボランティアの出会いです。

これまでにも、広報などで紹介されているボランティアの

ことは知っていたのですが、初めて老人や障害者のためのポ

ランティアが親切に真心から献身的にお手伝いして下さる姿を

見たとき、真心からのいたわりに出会ったような気持ちになりました。

私自身軋1年間、毎週2回リハビリ訓棟を受けて、体調が良くなり

修了を迎えろことになはした。しかしながら、修了後の受け皿はなく
自主的には杖なしで動けない状態で、訓練の場もなくし、先のことが不

安で途方に暮れておりました時に、保睡センターの方々の取り計らいで

修了生みんなで集まり、毎月第3水嘱目に「山軍会」という同好会を結成

することになりました。

しかしながら、1年間訓練を受けたのにたった数か月内に体は、段々

機能が逆戻りしていくことが感じられ、残念でたまりませんでした。そ

の後、修了生から2名の方が亡くなられ、1名が入院生活をされて・

もう1名は元の訓練教室へ戻られ心細い気持ちで一杯でした。

そんな吼杜協のボランティアセンターの方と話し合いの場をもって

いただき、大変勇気づけられました。できるかぎり協力していただける

ボランティアの方々のことを知り、明るさを感じました。弱い者同志、

力を合わせ自力で健康復帰する希望がやっともてるようになりました。

会結成後、はじめての行事として「海道銀」へのバス旅行の話があがり

ました。老人と障害者の集団が外出するためには不安と心配がありまし

たが、社会参加への一歩でもあり、自分で動ける自信をつけることであ

り、大きな支えであるボランティアの方々の強い協力で思い切って実行

することを決意しました。不安はつきない計画でしたが・ボランティア

の方々の献身的なお手伝いで、一人の落伍者もなく、海の潮風に吹かれ

て巨大な水軌こ遊泳する魚の大きさに大自然の恵に久々に

接した思いでした。全員元気に帰着し、ボランティアの方々
に対する御礼の言葉を話す時に言葉がつまりました。あり

がたさと感謝心から胸が一杯になり、感泣するのみでしたこ

◆　I　のの

派遣ニーズ及び派遣件数の推移

一日2ニーズ・一・旧ニーズ　112件数　　一日3件数

ぎ一軒一台一一台甘食－叫つ、ed一合‾甘、牒hJ一号一石、

（7月末現在）

争一点一合・一盲、専一ユー命
山　　　＼

しヽ

ま

す

を

は
じ

め

暮

阜㌻命、む合一㌻叫争、見｛争一計や、し碍一計令、払専一1〔争、L合一か合一㌻ヰ一生ノ

に
わ
た
り
市
立
簿
祉
会
館
に

お
い
て
r
痴
呆
性
老
人
介
護

鼓
室
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
痴
呆
性
老
人

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の

方
を
対
象
に
、
意
中
保
健
所

等
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

日
程
終
了
後
に
は
億
設
見

学
も
行
わ
れ
、
七
月
十
五
日

と
十
七
日
に
分
か
れ
て
吹
田

市
に
あ
る
大
阪
市
立
弘
済
院

を
訪
れ
ま
し
た
。

弘
済
院
は
約
十
四
万
四
千

平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
敷
地

に
、
老
人
・
児
王
・
生
活
保
護

の
各
福
祉
施
設
と
病
屍
を
配

す
る
国
内
有
数
の
総
合
福
祉

施
設
で
す
が
、
そ
の
中
の
第

一
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
、

痴
呆
性
老
人
専
用
棟
で
あ
る

第
二
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
見
学
し
ま
し
た
。

策
一
特
養
は
建
て
ら
れ
て

か
ら
二
十
五
年
近
く
を
経
過

し
て
お
り
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
四
階
浴
室
は
改
装

さ
れ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
「
浴
槽
が
深

く
広
す
ぎ
て
、
入
っ
た
時
に

安
定
が
悪
い
ん
で
す
よ
」
と

の
お
話
か
ら
職
員
の
方
々
の

お
寄
せ
下
さ
い
．

（T．Y．）

」
小
ラ
ン
テ
ィ
ア
■
守
ン

タ
ー
だ
よ
り
に
謁
す
る

ご
意
見
、
ご
希
望
を
r

で
あ
る
が
、
お
よ

六
月
十
四
日
・

二
十
二
一
十
六
日
、

七
月
二
日
の
四
日

失
禁
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
臭

が
鼻
を
つ
き
ま
し
た
が
、
ご

老
人
と
職
員
の
方
々
の
明
る

い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

（T．X．）

試
行
錯
誤
の
程
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

第
二
特
妻
は
昨
年
新
築
さ

れ
た
ば
か
り
の
広
々
と
し
た

造
り
の
二
階
建
て
で
、
ご
老

人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る

広
い
鹿
も
あ
り
ま
す
．
屋
内

は
回
廊
式
の
廊
下
に
沿
っ
て

居
室
が
あ
り
ま
す
が
、
昼
間

は
居
室
に
は
鍵
が
掛
け
ら
れ

て
い
て
、
デ
イ
ル
ー
ム
や
食

堂
な
ど
で
過
ご
す
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
．
所
々
で

タ
ー
で
は
、
福
祉
関
係
の
図
書

の
他
、
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

写
本
経
済
薪
児
に
、
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ド
と
窟
し
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
い
う
吉
葉
の
冒
み
記
事

が
あ
っ
た
．
「
家
事
の
片
手
間
、

気
が
む
い
た
時
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
、
た
だ
で
し
て
や
る

と
い
う
態
度
で
相
手
を
傷
つ
け

る
、
烹
詩
経
な
チ
ャ
ラ
ン
ボ
ラ

ン
貌
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
j
　
と
解
説
．

な
毒
ぞ
の
上
r
そ
れ
を
軍
人
は

生
雷
撃
婆
に
し
て
い
る
j
と
あ

っ
た
洋
語
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
質
を
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JL　　，L　一′　甘hlq 助
機
の
貸
出
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ご
自
宅
の
お
風
呂
で
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
派
遣
状
況

は
、
こ
の
度
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
に

よ
り
手
元
ス
イ
ッ
チ
操
作
だ
け

で
座
椅
子
が
昇
蔭
す
る
入
浴
補

苛
忘
l
萄
ヰ

介
護
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
テ

ー
〆
一
・
や
／
m
l
争
1
α
1

是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

お
問
合
せ

豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

B
（
八
四
八
）
一
〇
〇
〇

プ
の
貸
出
を
行
っ
て

取
組
み

り

豊
中
商
社
会
福
祉
協
議
会

℡
（
八
四
二
九
三
九
三

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。


